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平成 28 年度 第 2 回 国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター倫理委員会 

議事要旨 

 

日時：平成 28 年 6 月 24 日（金）14 時 00 分 – 16 時 30 分 

国立精神・神経医療研究センター TMC 棟 2 階 会議室 

出席者： 工藤委員長、武田副委員長、内山委員、小川委員、神尾委員、瀨川委員、中村委員、長谷川委員、

町屋委員 

事務局：海老原、永瀬、齊藤 

オブザーバー：一家オブザーバー、石塚オブザーバー 

 

1． 承認課題一覧 

 

受付番

号 

新規/

変更 
課題名 所属 申請者 

28-008 新規 
複数の自己検体を一度に検索できる手法を用い

た自己免疫性脳炎の診断に関する観察研究 

病院  

神経内科診療部 
金澤 恭子 

28-009 新規 
機能性精神疾患における体力測定と、運動による

認知機能改善効果に関する研究 

神経研究所 

疾病研究第三部 
功刀 浩 

28-151 新規 
対人関係のスキル向上を目的とした認知行動療

法に関する研究 

病院 精神リハビリテーショ

ン部 認知行動療法部 
蟹江 絢子 

28-153 変更 
注意欠陥多動性障害（ADHD）の中枢神経系病態

に関わる神経生理学的マーカーの抽出 

病院  

小児神経科 
中川 栄二 

28-154 変更 
血液検査による統合失調症・気分障害の診断法

の開発に関する研究-第二期- 

神経研究所  

疾病研究第三部 
功刀 浩 

28-155 変更 
教員・保育者における発達障害へのアウェアネス

に関する研究 

精神保健研究所 

知的障害研究部 
稲垣 真澄 

28-156 変更 
Musician’s Dystonia 患者の心理状態に関する調

査研究 

病院  

神経内科診療部 
坂本 崇 

28-017 変更 
心的外傷後ストレス障害に対する認知処理療法の

有効性に関するランダム化比較試験（SPINET） 

認知行動療法センター  

研修指導部 
伊藤 正哉 

28-027 変更 

強迫性障害患者への曝露反応妨害法と家族介入

プログラムを併用した family based ERP program 

(FERP)の有効性に関するランダム化比較試験 

認知行動療法センター 堀越 勝 
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迅速審査 

受付番

号 

新規/

変更 
課題名 所属 申請者 

28-159 

 

新規 薬物使用障害を併存する触法精神障害患者の

病態に関する研究 

病院  

第 2 精神診療部 
船田 大輔 

28-160 

 

新規 
内在性リガンドが不明なＧタンパク質共役受

容体の内在性リガンドの探索 
利活用推進委員会 後藤 雄一 

28-161 

 

新規 
パーキンソン病患者の睡眠障害に関連する病

態因子の網羅的解析 

トランスレーショナル・ 

メディカルセンター 
和田 圭司 

28-163 

 

新規 
機能性精神疾患における腸内環境に関する研

究 

神経研究所  

疾病研究第三部 
功刀 浩 

28-165 

 

新規 

精神的な問題を抱える児童における睡眠問題

を検証するための簡易睡眠質問票作成に関す

る研究 

精神保健研究所  

精神生理研究部 
北村 真吾 

28-166 

 

新規 

暴力リスクの保護要因評価尺度 SAPROF の信

頼性と妥当性に関する研究：後方視的コホー

ト研究 

病院  

第二精神診療部 
柏木 宏子 

28-167 

 

新規 
全国の精神科医療施設における薬物関連精神

疾患の実態調査 

精神保健研究所  

薬物依存研究部 
松本 俊彦 

28-168 

 

新規 
ジストロフィノパチー患者筋におけるジスト

ロフィン蛋白測定法開発 

神経研究所  

疾病研究第一部 
西野 一三 

28-186 

 

新規 
精神科入院患者の満足度と医療介入の関連調

査 

精神保健研究所  

精神保健計画研究部 
山之内 芳雄 

 

（他機関からの依頼審査） 
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2．研究終了報告 

 

  承認番号 課題名 所属 申請者 

1 A2010-025 

概日リズム睡眠障害に対するメラトニン

およびメラトニン受容体作動薬の有効性

に関する研究 

病院 

臨床検査部 
亀井 雄一 

2 A2011-116 

EMA による日常生活下での多面的調査

を用いた肥満成人における食行動関連要

因の同定 

精神保健研究所 

心身医学研究部 
菊地 裕絵 

3 A2013-111 

薬物使用に関する問題を持つ人に対する

インターネットを介した認知行動療法プ

ログラムの開発と評価（パイロット調査） 

精神保健研究所 

薬物依存研究部 
.松本 俊彦 

4 XXXX-263 

自殺予防と遺族支援のための基礎調査

（心理学的剖検の実施および体制に関す

る研究） 

精神保健研究所 

自殺予防総合対策セ

ンター 

松本 俊彦 

5 A2012-041 
一般住民の暮らし向きとこころの健康に

関する学術調査 

精神保健研究所 

自殺予防総合対策セ

ンター 

松本 俊彦 

6 A2011-045 

てんかん原性疾患や脳腫瘍の質的評価に

おける炭素 11 標識メチオニン PET の有

用性に関する研究 

脳病態統合イメージ

ングセンター 
松田 博史 

7 A2011-046 
認知症診療における炭素 11 標識 PiB 

PET/CT の有用性に関する研究 

脳病態統合イメージ

ングセンター 
松田 博史 

8 A2015-006 
デュシェンヌ型筋ジストロフィーのステ

ロイド治療に関する研究 

病院 

小児神経診療部 
小牧 宏文 

9 A2012-023 

自治体において保健事業として実施され

た中越沖地震後の地域住民の健康調査の

データの二次解析 

精神保健研究所 

成人精神保健研究部 
鈴木 友理子 

10 A2013-063 
岩手県被災地域における精神健康調査の

妥当性の検討 

精神保健研究所 

精神保健計画研究部 
立森 久照 

11 A2011-069 
患者調査では把握できないてんかん患者

数に関する研究 

精神保健研究所 

精神保健計画研究部 
立森 久照 

12 XXXX-328 医療保護入院患者の保護者に関する調査 
精神保健研究所 

精神保健計画研究部 
立森 久照 
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13 A2013-127 
横浜市が保有する自損行為による救急搬

送資料の分析 

精神保健研究所 

自殺予防総合対策セ

ンター 

山内 貴史 

14 A2011-034 

機能性精神疾患における活動性・睡眠状

態評価法としてのアクチグラフの有用性

の検討 

神経研究所 

疾病研究第三部 
功刀 浩 

15 A2010-007 
気分障害および精神病性障害の栄養学的

研究 

神経研究所 

疾病研究第三部 
功刀 浩 

16 A2013-108 
精神科医療に関わる歴史的資料・物品の

有無とその内容に関する基礎調査 

精神保健研究所 

精神保健計画研究部 
立森 久照 

17 XXXX-145 

精神疾患の診断や治療効果の判定におけ

る MRI 及び MRS、DTI を組み合わせた画

像検査の有用性の検討 

神経研究所 

疾病研究第三部 
太田 深秀 

18 A2012-003 
重度肢体不自由者用のアームサポートの

神経・筋疾患患者を対象とした臨床評価 

病院 

リハビリテーション部 
粟沢 広之 

19 XXXX-084 
機能性精神疾患における心理的機能に関

する研究 

神経研究所 

疾病研究第三部 
功刀 浩 

20 XXXX-010 
精神疾患における DEX/CRH テストの有

用性の検討 

神経研究所 

疾病研究第三部 
功刀 浩 

21 A2011-113 
血清バイオマーカータンパク測定を用い

た筋ジストロフィー新規診断法の確立 

神経研究所 

ラジオアイソトープ

管理室 

橋戸 和夫 

22 A2014-068 
重症心身障害児（者）における、心肺停

止経験の特性ならびに予後の検討 

病院 

小児神経科 
本橋 裕子 

23 A2013-053 
民間回復施設における治療共同体プログ

ラムの導入と効果に関する研究 

精神保健研究所 

薬物依存研究部 
.松本 俊彦 

24 A2012-001 

不安障害とうつ病性障害に対する認知行

動療法の統一プロトコルの実施可能性お

よび有効性に関する研究 

認知行動療法センター 

研修指導部研修普及室 
伊藤 正哉 

25 A2014-158 

皮質異形成を伴う小児難治性てんかんに

おける多重脳機能画像診断の有用性の検

討(後ろ向き研究) 

病院 

脳神経外科 
高橋 章夫 
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26 A2012-112 
脳画像研究における偶発的所見に関する

研究参加者フォローアップ調査 

神経研究所 

疾病研究第三部 
功刀 浩 

27 A2014-134 

前向き地域住民コホートを用いた、身体

疾患と自殺および他の外因死に関する研

究 

精神保健研究所 

自殺予防総合対策センター 
山内 貴史 

28 A2014-025 

神経筋疾患患者におけるバックバルブマ

スクを用いた呼吸理学療法の確立に向け

て−MIC、LIC, PIC の適応と有効性につい

て− 

病院 

リハビリテーション部 
寄本 恵輔 

 

5．有害事象報告 

無し 

 

以上 


